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２０２２年１１月２日 

日本原子力発電株式会社 

 

東海第二発電所  輸送本部脇の変圧器における火災について 

 

１．状況 

東海第二発電所は第２５回定期事業者検査中のところ，２０２２年９月１３日７時

４８分頃，輸送本部※１付近で朝礼前に清掃活動を行っていた協力会社社員３名※２（以

下，「協力会社社員」という）が，輸送本部脇変圧器※３（以下，「変圧器」という）か

ら炎（変圧器の上部２箇所から，高さ約２０ｃｍ～２５ｃｍ）が発生していることを

確認した。このため，協力会社社員は消火器にて消火活動を行い，７時５２分頃炎を

消し止めたことを確認するとともに並行して７時５０分に当社監視所に連絡した。連

絡を受けた当社監視所は公設消防に通報（覚知時間７時５３分）した。また，自衛消

防隊は７時５０分出動準備を開始した。 

公設消防は８時０６分に発電所に到着（消防車２台，レスキュー車１台，サイレ

ン・赤色灯有り）し，当社社員の誘導のもと８時０８分より現場確認を開始した。そ

の後，８時１３分に追加で指揮車１台（サイレン・赤色灯あり）が到着した。 

公設消防は８時１０分に「本事象は火災である」と判断した。８時１３分公設消防

により「鎮圧」が確認された。また，安全確保の観点から公設消防の許可を得た後，

８時４９分に当社にて当該変圧器上流側電源のしゃ断器を「切」とした。 

公設消防は９時１２分に「鎮火」を確認※４した。なお公設消防による消火活動は行

われていない。 

本事象に伴う人身災害の発生，発電所設備および環境への影響は無かった。また，

輸送本部内に人は数名滞在していたが，作業は実施していなかった。 
※１：東海港の船舶入出港に際し海象状況確認等を行う事務所 

※２：当該協力会社社員３名は，輸送本部に係る作業と関係の無い安全性向上対策工事（防潮堤

関連）に従事していた 

※３：輸送本部に給電するための変圧器（屋外防滴形，可搬型，丸形 容量 10kVA） 

※４：炎なし，発煙なしを確認したことによる 

［添付資料－１，２，３］ 

 

２．原因 

 ２－１原因調査 

原因究明のため各種調査を実施し，判明した結果を以下に示す。 

（１）当該変圧器について 

安全性向上対策工事の実施にあたり輸送本部への既設の給電設備が干渉す

るため撤去することになった。このため２０１９年９月に代替の給電設備と

して当該変圧器を含め新たに設置したものである。当該変圧器は点検計画※５

に基づき年１回の外観点検をしていた。 
※５：機器の健全性を確保するため，社内規程（点検計画作成手引書）に基づき点検周期や

点検内容を定めた計画 

 

（２）現場での当該変圧器調査 

９月１３日の公設消防による「鎮火」確認後，公設消防と当社の合同で火

災発生現場での当該変圧器の状況調査を実施し，以下の事実を確認した。 

・当該変圧器上流の分電盤内部を確認したところ，当該変圧器へ電源を供給

するＮＦＢ（ノーヒューズブレーカー：配線用しゃ断器）は動作しておら

ず，「入」の状態※６であった。 

別紙
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・当該変圧器については，「１次側タップ切替窓短部の両端から炎が上がって

いた」との当該協力会社社員の証言があったことから，１次側タップ切替

窓および変圧器側面の１次側パネルを開放し確認した結果，焼損跡を確認

した。 

・２次側タップ切替窓および２次側パネルを開放した結果，焼損跡等の異常

は認められなかったものの，２次側タップ切替窓内部に小動物の死骸があ

ることを確認した。 

  

上記の他，詳細原因調査のため当該変圧器を移動する際に，以下の事実を

確認した。 

・１次側パネル内に設置してある当該変圧器１次側のＮＦＢは動作しておら

ず，「入」の状態※６であった。 

・２次側パネル内に設置してある当該変圧器２次側のＮＦＢは動作しておら

ず，「入」の状態※６であった。 

・当該変圧器に施工した小動物侵入防止用シールが脱落していた。 

※６：ＮＦＢは，電気回路の短絡により大電流が発生した場合「切」となり，電気回路を

守るための保護装置である。このため，ＮＦＢが「入」の状態であった事実から，

今回の火災は，電気回路の短絡が発生せずに火災に至ったものか，または短絡が発

生したにもかかわらずＮＦＢが正常に動作せずに火災に至ったものか，という２つ

の要因が考えられる。 

［添付資料－３，４，５］ 

 

（３）当該変圧器火災の詳細原因調査 

前述の「（２）現場での当該変圧器調査」後，更に詳細に調査するため公設

消防が消防署に当該変圧器を持ち帰り，９月１５日，消防署において当社，

当社の協力会社，当該変圧器メーカおよび公設消防で火災が発生した要因と

して考えられる項目について，様々な視点からの洗い出しを行い，以下の要

因を抽出し，これらについて調査を実施した。 

【変圧器本体の物的要因】 

「端子のゆるみ」「製造不良」「経年劣化」 

【外的要因】 

「雨水の浸入」「結露の発生」「塵埃の堆積」「過電圧」 

「塩分の付着」「異物混入」「小動物侵入」「放火」「打撃等による損傷」 

［添付資料－６，７］ 

 

  １）変圧器本体の物的要因 

   ①端子のゆるみ 

     端子のゆるみがある場合，端子部が発熱し火災に至る可能性がある。この

ため，変圧器１次側，２次側パネル内，２次側タップ切替窓内の各端子部お

よび１次側タップ切替窓内で焼損の無かった端子部２箇所について締付状態

を点検し，ゆるみが無いことを確認したことから，これらの部位が要因とな

る可能性はない。ただし，１次側タップ切替窓内の焼損していた端子部の締

付状態は確認できなかったことから要因となる可能性を完全には否定できな

い。 

［添付資料－７ 別紙－１］ 

   ②製造不良 

     製造不良（初期不良）がある場合，使用時に異常をきたし火災に至る可能

性がある。このため，これまでの使用履歴を調査したところ，製造時の試験
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結果に問題の無いこと，また，当該変圧器はリース品であり，２０１７年５

月製造で他事業所において２０１７年１１月から２０１９年８月までの期間

において計８箇所，約１０か月の使用実績があること，および輸送本部脇に

２０１９年９月に設置され約３年間の使用実績がある中で，これまで異常は

なかったことから，製造不良が要因となる可能性はない。 

［添付資料－７ 別紙－２］ 

   ③経年劣化 

     長期使用により当該変圧器が経年劣化すると絶縁性能の低下等が原因で使

用時に異常をきたし火災に至る可能性がある。このため，当該変圧器の耐用

年数等を調査した結果，メーカの耐用年数２０年に対して２０１７年５月製

造であることから，経年劣化が要因となる可能性はない。 

［添付資料－７ 別紙－３］ 

  ２）外的要因 

   ①雨水の浸入 

     雨水浸入により絶縁性能の低下等が原因で火災に至る可能性がある。この

ため，９月１５日の消防署における分解調査時において，変圧器フレーム内

部を点検した結果，雨水によるものとの特定はできなかったものの水分の痕

跡を確認した。また，９月１９日の一時的な降雨時に当該変圧器の設置箇所

を観察したところ，輸送本部外壁，波付硬質ポリエチレン管（以下，「ＦＥＰ

管」という）の台座となる枕木および土留め板により枡状になり，変圧器廻

りに雨水が溜まることを確認（９月１９日の降雨時で深さ約４ｃｍ）した。 

当該変圧器は屋外防滴仕様（ＩＰ３４相当）であるため降雨による上部か

らの多量の雨水浸入は考え難いものの，上記のことから雨水による想定以上

の溜まり水が当該変圧器底部より浸入した可能性が高く，これが要因となり

火災に至った可能性がある。なお，枡状になった部位で最も低い箇所は枕木

（高さ約９ｃｍ）であり，変圧器内部の没水高さは最大で約９ｃｍとなる

が，変圧器の巻線等導電部はこの没水位置より上方に設置されているため，

電気回路の短絡が発生することはない。 

［添付資料－７ 別紙－４］ 

   ②結露の発生 

     結露の発生により絶縁性能の低下等が原因で火災に至る可能性がある。こ

のため，９月１５日の消防署における分解調査時において，変圧器フレーム

内部を確認した結果，結露によるものとの特定はできなかったが水分の痕跡

を確認した。当該変圧器は屋外使用を前提としており，変圧器内部で結露が

発生したとしても火災に至る可能性は低いと考えるが完全に否定することは

できない。 

［添付資料－７ 別紙－４］ 

   ③塵埃の堆積 

     塵埃の堆積により絶縁性能の低下等が原因で火災に至る可能性がある。当

該変圧器は焼損および消火器粉末の付着により塵埃の堆積状況確認が困難な

ため，分解調査時の比較対象として２０２０年５月製造の同型品を確認した

ところ，当該変圧器の焼損した１次側タップ切替窓と同位置において塵埃の

付着が確認された。このことから当該変圧器においても塵埃の付着があった

ものと推定する。当該変圧器は屋外使用を前提としており，塵埃の付着単独 

の要因で火災に至る可能性は低いと考えるが完全に否定することはできない。 

［添付資料－７ 別紙－５］ 
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   ④過電圧 

     当該変圧器１次側の入力電圧が定格入力電圧より過剰に高かった場合，火

災に至る可能性がある。このため，９月１４日に１次側入力の電圧を確認し

た結果，入力電圧は基準値内であることを確認した。また，火災が発生した

９月１３日時点においても中央制御室内の監視にて発電所内での異常な電圧

変動は確認されていないことから過電圧が要因となる可能性はない。 

［添付資料－７ 別紙－６］ 

   ⑤塩分の付着 

     海風等による大量の塩分の付着により絶縁性能の低下等が原因で火災に至

る可能性がある。分解調査の結果，目視で確認可能な塩分の付着は確認され

なかったものの屋外で使用しており，ある程度の塩分の付着があったものと

推定する。当該変圧器は屋外使用を前提としており，変圧器内部に塩分が付

着していたとしても塩分の付着単独の要因で火災に至る可能性は低いものと

考えるが完全に否定することはできない。 

［添付資料－７ 別紙－７］ 

   ⑥異物混入 

異物の混入により導電部等が短絡しＮＦＢが動作しなかった場合，火災に

至る可能性がある。分解点検の結果，変圧器内部に２次側タップ切替窓内部

で確認された小動物の死骸以外の異物は無かったことから異物の混入が要因

となる可能性はない。 

［添付資料－７ 別紙－８］ 

   ⑦小動物侵入 

     小動物の侵入により導電部等が短絡しＮＦＢが動作しなかった場合，火災

に至る可能性がある。２次側タップ切替窓内部に小動物の死骸があることを

確認したものの焼損等の異常が無かったこと，焼損が認められた１次側タッ

プ切替窓内部には小動物が確認されなかったこと，さらに２次側の電気回路

を点検した結果，巻線抵抗値は健全であったことから小動物の侵入が要因と

なる可能性はない。 

     なお，後述の「２－２その他の調査（小動物が侵入した原因調査）」に記載

のとおり，小動物が当該変圧器に侵入した原因についても調査を行った。 

［添付資料－７ 別紙－９］ 

   ⑧放火 

     当該変圧器が放火された場合，火災に至る可能性がある。このため，当該

変圧器の構造を確認した結果，不燃性のフレームで覆われていることを確認

した。さらに油検出器による調査をした結果，油分（灯油やガソリン等）が

振りかけられた痕跡はないことから放火が要因となる可能性はない。 

［添付資料－７ 別紙－１０］ 

   ⑨打撃等による損傷 

外部からの打撃等により当該変圧器が損傷した場合，火災に至る可能性が

ある。このため，変圧器フレームの外観点検を実施した結果，外部からの衝

撃による損傷，変形等はなく，同型品との比較においても外観上の異常はな

いことから要因となる可能性はない。 

［添付資料－７ 別紙－１１］ 

 （４）各ＮＦＢの調査 

     「（３）当該変圧器火災の詳細原因調査」で火災の可能性を否定できない要

因（「端子のゆるみ」，「雨水の浸入」，「結露の発生」，「塵埃の堆積」および

「塩分の付着」）として抽出したが，前述の「（２）現場での当該変圧器調
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査」に示すとおり，当該変圧器へ電源を供給するＮＦＢは「入」の状態であ

り，さらに当該変圧器１次側のＮＦＢおよび当該変圧器２次側のＮＦＢを確

認したところ，いずれも「入」の状態であった。このため今回の火災におい

て，短絡が発生していないか，または短絡が発生したにもかかわらずＮＦＢ

が正常に動作していなかったかの２つの要因が考えられることから，どちら 

の要因かを特定するため，これらのＮＦＢについて動作特性試験を実施した。 

     動作特性試験の結果，上記ＮＦＢ全てに異常は認められなかった。このた

め，今回の火災はＮＦＢの動作を伴う電気回路の短絡による大電流に起因す

るものではない。 

［添付資料－８］ 

 

 （５）当該変圧器の点検内容 

     「（３）当該変圧器火災の詳細原因調査」で火災の可能性を否定できない要

因（「端子のゆるみ」，「結露の発生」，「塵埃の堆積」および「塩分の付着」）

を事前に検知・除去できなかったのは点検内容に問題がある可能性がある。

このため当該変圧器の点検内容について調査した。 

調査の結果，当該変圧器は点検計画に基づき１年に 1 回の外観点検をして

いた。この外観点検の内容について確認したところ，構築物である輸送本部

の建屋外壁の外観点検にあわせ当該変圧器も外観点検を実施し，外観上異常

があれば修繕を行うというものであり，電気品の点検としての具体的な着目

点が明確にされていなかった。 

また，変圧器内部の端子締付確認や塵埃・塩分の付着状況の確認・清掃，

絶縁抵抗測定等を実施するものではなかった。このため，上記の「（３）当該

変圧器火災の詳細原因調査」で挙げた火災の可能性が否定できない要因等を

含めた異常を事前に検知・除去できなかった可能性がある。 

 

 （６）設置環境の変化 

     「（３）当該変圧器火災の詳細原因調査」の「２）外的要因①雨水の浸入」

に記載のとおり，当該変圧器の設置箇所を確認したところ，水が溜まりやす

い環境になっていた。このことから，当該変圧器を設置した２０１９年９月

以降，設置環境の変化の有無等について，関係者から聞き取り調査を実施し

た結果，２０１９年設置当時，当該変圧器廻りは枡状になっておらず，設置

場所も水はけの良い状態で設置したことを確認した。しかし２０２０年５

月，安全性向上対策工事関連の協力会社が仮設事務所設置に干渉する当該変

圧器，ＦＥＰ管およびＦＥＰ管の台座に使用していた枕木について，輸送本

部側に寄せる形で移動し，さらに土留め板を設置していたことが分かった。 

この結果，輸送本部外壁，枕木および土留め板により雨水が当該変圧器廻

りに堰き止められる状態となった。また，当該変圧器移動の際に，設置時に

施工されていた小動物侵入防止用シール※７が脱落した可能性がある。 
※７：変圧器１次，２次リード口の開口部に対して板状のゴムや粘土を用いて，小動物の侵

入を防止するための物 

［添付資料－９］ 

２－２その他の調査（小動物が侵入した原因調査） 

「２－１原因調査（３）当該変圧器火災の詳細原因調査」の「２）外的要因⑦

小動物侵入」に記載のとおり，今回の火災の要因となる可能性はないものの，小

動物が当該変圧器に侵入していた事実に鑑み，原因調査を実施した。 

調査の結果，「２－１原因調査（２）現場での当該変圧器調査」に記載のとお
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り，当該変圧器設置時に施工した小動物侵入防止用シールが脱落していたことお

よび「（６）設置環境の変化」に記載のとおり，当該変圧器等を移動した際に脱落

した可能性があることから，当該変圧器が現在の設置位置に移動された２０２０

年５月以降，小動物侵入防止用シールが脱落した２次リード口より小動物が侵入

し，２次側タップ切替窓内部まで移動したものと考えられる。 

［添付資料－１０］ 

 

 ２－３事象発生のメカニズム 

   「２－１原因調査」の調査結果より，当該変圧器において火災が発生したメカ

ニズムは以下のとおりと推定するとともに，本メカニズムについては公設消防に

報告している。 

【① 内部点検未実施による塵埃堆積・塩分付着等の蓄積】 

    当該変圧器は点検計画に基づき１年に１回の外観点検をしていたものの電気

品の観点からの点検が不足していた。このため，２０１９年９月に輸送本部脇

に設置して以降，塵埃の堆積や塩分の付着が検知・除去されることなく進行し

たと考える。ただし，当該変圧器は屋外使用を前提としており，ある程度の塵

埃堆積・塩分付着等の蓄積のみでは火災に至らない。 
↓ 

  【②当該変圧器の設置環境の変化】 

    ２０２０年５月頃，輸送本部脇に協力会社仮設事務所を設置するに当たり，

干渉する当該変圧器等を移動したことにより，変圧器廻りは従来の水はけの良

い状態から，輸送本部外壁，ＦＥＰ管の台座となる枕木および土留め板により

枡状となり雨水が堰き止められる状態へと設置環境が変化した。このため，大

雨の都度，当該変圧器下部が没水しリード口開口部より内部に浸水したと考え

る。なお，枡状になった部位で最も低い箇所は枕木（高さ約９ｃｍ）であり，

変圧器内部の没水高さは最大で約９ｃｍとなるがこの部位に巻線等導電部は無

いことから，ＮＦＢの動作を伴うような短絡事故に至らなかったと考える。 
↓ 

【③変圧器内部の湿潤環境への変化】 

雨がやみ，当該変圧器設置箇所から雨水がはけた後も，リード口開口部より

内部に浸水した雨水は塵埃や塩分を含んだ水分として変圧器内下部に残ったも

のと考える。 

変圧器の内部構造品である変圧器鉄心および巻線の発熱により，変圧器下部

に残った塵埃や塩分を含んだ状態の水分が加熱・蒸発した。これらが繰り返さ

れることにより，１次側タップ切替窓内の端子部を含めた変圧器内部に塵埃や

塩分等が拡散・堆積していったものと考える。 
↓ 

【④１次側タップ切替窓内の端子間におけるトラッキング現象※８の発生】 

前述のとおり塵埃・塩分が溜まりやすい水平部となっている１次側タップ切

替窓内の端子廻りの絶縁物（ベーク板）上に堆積していった。端子には常時 

２００Ｖの電圧が加わっており，トラッキング現象が発生して絶縁物（ベーク

板）が徐々に過熱していったものと考える。 
※８：絶縁物の表面に導電路が形成される現象で，絶縁物の表面に塵埃や塩分が付着すること

によって発生する。雨天等で湿気が高いと堆積した塵埃，付着した塩分の吸湿も多くな

るため，絶縁抵抗が著しく低下し，そのまま使用し続けると絶縁部が破壊することがあ

る。なお，トラッキング発生時は低電流であり，短絡事象のような大電流は流れないこ

とから，ＮＦＢは動作しない。 
↓ 
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【⑤湿潤環境の繰り返しによるトラッキング現象の進行に伴う火災の発生】 

変圧器内部の湿潤環境は発熱による蒸発や外気環境の変化（湿度の低下）等

により改善される時はあるものの，降雨の都度，雨水が変圧器内部に浸水し湿

潤環境が繰り返し形成されることにより徐々にトラッキング現象が進行し，最

終的に９月１３日の朝にベーク板が発火・火災に至ったものと考える。 

［添付資料－９］ 

 

 ２－４事象の原因 

   今回の事象発生に至った原因は以下が重畳したことによりトラッキング現象の

発生・進行を防げなかったことによるものと推定する。 

（１）当該変圧器に対する不十分な点検計画 

当該変圧器は点検計画に基づき１年に１回の外観点検は実施していたもの

の電気品の観点からの点検が不足していたため，塵埃の堆積や塩分の付着に

気付けなかった。また，輸送本部の施設管理の重要度に応じて点検項目を外

観点検と定めていたが，屋外電気品に対する電気火災防止の観点での点検内

容に不足があった。 

 

（２）当該変圧器設置環境の変化に対する認識不足 

当該変圧器の移動に伴い設置環境が変化したことで変圧器下部が没水する

こととなったが，設置後の電気品に対する点検時の具体的な着目点および手

順が明確になっていなかったことから点検時に変圧器の異変に気づくことが

できず，結果として変圧器内部を湿潤環境としてしまった。 

 

 ２－５その他講じた措置 

   事象発生直後および前述の原因調査と並行して講じた措置は以下のとおり。 

 （１）事象発生後に速やかに講じた措置 

事象発生当日から，前述の当該変圧器の原因調査と並行して以下について

速やかに対応を行った。 

１）ＪＩＴ情報※９の発行 

       ＪＩＴ情報を発行し，所員・協力会社社員に周知し，本事象について

注意喚起した。 
       ※９：Just In Time 情報（社内外での災害情報等を平易に纏め社内および協力会社へ速

やかに周知するための様式） 

２）類似変圧器の総点検 

事象発生直後から，原因究明に至っていない時点においても，同様の

事象を発生させない観点から対象とする機器の前提条件（屋外設置の仮

設変圧器等）を定め，９月１３日以降，第１次総点検として当社所員お

よび協力会社社員それぞれの目で速やかに総点検を実施した。 

第１次総点検の結果，異常は確認されなかった。ただし，小動物侵入

の観点等で一部養生の不備等を確認した。 

［添付資料－１１］ 

 

 

  （２）原因調査と並行して講じた措置 

当該変圧器の火災の原因調査状況を踏まえ，常設仮設を問わず，以下の

観点で速やかに第２次総点検として全ての屋外変圧器の総点検を実施し，

当社所員の目で全ての屋外変圧器の設置状況を確認した。 
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＜着目すべき観点＞  

 ・降雨時に没水等劣悪な環境にならないか 

 ・設置時の状態から不適切に移動されていないか 

 ・防水・小動物侵入対策のシール処置の脱落等の異常はないか 

 ・定期点検は停電点検を実施しているか 

 第２次総点検の結果，異常は確認されなかった。ただし，一部停電点検

を実施していない変圧器があったことから，これらについて停電点検を追

加で実施し異常がないことを確認した。 

 

３．対策 

 （１）「２－４事象の原因」を踏まえ，以下のとおり対策を行う。 

   １）当該変圧器に対する対策 

      当該変圧器については健全な同等品に交換し，没水環境や湿潤環境等劣

悪環境とならない場所に設置することとする。また，当該変圧器は外観点

検を実施してきたが，外観点検（１年に１回）については没水環境や湿潤

環境等劣悪環境にないことを具体的な着目点として追加するとともに，新

たに停電点検を行うことを社内規程（点検計画作成手引書）に基づき点検

周期や点検内容を定めた点検計画に反映した。 

なお，今回の事象を踏まえ，点検周期についてはこれまで停電点検を実

施し健全性を保ってきた他の電気設備・機器毎に定めた停電点検の周期や

その点検結果の状況から評価し，当該変圧器については２年に１回と見直

して健全性を維持していく。また，定期点検の結果により，機器の塵埃・

塩分等の付着状況や経年劣化等の状況に応じて，適宜点検計画を適切に見

直すことで，保守管理の適正化を図っていく。 

   ２）水平展開 

      当該変圧器以外で，密閉性のない屋外の電気品※１０（以下，「屋外非密閉

性電気品」という）について，以下の水平展開を年内目途に講ずる。 
       ※１０：ここでいう密閉性のない屋外の電気品とは，当該変圧器のように機器の放熱のた

め外気取入口を有する変圧器・分電盤・電動機または開閉扉にパッキン等を有し

ない分電盤等，機器内に容易に塵埃が侵入する構造のものを指す。 

① 常設の屋外非密閉性電気品に対する対策 

【外観点検】 

      本事象に鑑み，これまで社内規程（点検計画作成手引書）に基づき点検

周期や点検内容を点検計画に定め外観点検を実施してきた常設の屋外非密

閉性電気品について，外観点検（１年に１回）については以下のとおり具

体的な着目点を追加する。 

なお，当該変圧器も含め固定されていない屋外非密閉性電気品について

は，月に１回の巡視点検を社内規程（点検計画作成手引書）に基づく点検

計画に定め設置環境が変化していないことを確認していく。 

     〇着目点 

      ・周囲の状況を確認し，溜まり水が発生し導電部が没水する等劣悪な環

境に設置されていないこと 

【停電点検】 

      常設の屋外非密閉性電気品のうち，当該変圧器同様これまで停電点検を

実施していなかったものついては，新たに停電点検を行うことを点検計画

に定める。点検周期についてはこれまで停電点検を実施し健全性を保って

きた他の電気設備・機器毎に定めた停電点検の周期やその点検結果の状況
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から評価し，２年に１回と見直して健全性を維持していく。また，定期点

検の結果により，機器の塵埃・塩分等の付着状況や経年劣化等の状況に応

じて，適宜点検計画を適切に見直すことで，保守管理の適正化を図ってい

く。なお，具体的な点検内容は以下のとおり。      

〇点検内容 

      ・各部端子のゆるみ，変色等の有無確認 

      ・塵埃，塩分の付着・堆積の有無確認および塵埃，塩分の除去・清掃 

      ・内部への水分（雨水浸入・結露等）の有無確認 

      ・小動物の侵入・異物混入・雨水浸入対策の不備の有無確認，手直し 

      ・絶縁抵抗測定 

② 仮設の屋外非密閉性電気品に対する対策 

【外観点検】 

仮設の屋外非密閉性電気品について，従来より社内規程（工事要領書作

成手引書※１１，仮設電源敷設要領※１２）に基づき月に 1 回※１３実施してきた

外観点検に，さらに以下の具体的な着目点を追加して実施する。 

     〇着目点 

      ・周囲の状況を確認し，溜まり水が発生し導電部が没水する等劣悪な環

境に設置されていないこと 

【停電点検】 

 新たに停電点検を行うことを社内規程（工事要領書作成手引書※１１，仮設

電源敷設要領※１２）に追記する。具体的な点検内容は以下のとおり。 
※１１：工事の具体的な作業要領や管理要領の作成方法を定めた規程 

※１２：仮設電気品に対し，具体的な管理方法を定めた規程 

※１３：常設の屋外非密閉性電気品と異なり，仮設の屋外非密閉性電気品は各工事現場にお

いて，短期間での使用・撤去を想定していることから月に１回という短い点検頻度

として定めている。 

     〇点検内容 

      ・各部端子のゆるみ，変色等の有無確認 

      ・塵埃，塩分の付着・堆積の有無確認，塵埃，塩分の除去・清掃 

      ・内部への水分（雨水浸入・結露等）の有無確認 

      ・小動物の侵入・異物混入・雨水浸入対策の不備の有無確認，手直し 

      ・絶縁抵抗測定 

③ 屋外電気品の設置時，移動時の設置環境に関する注意喚起 

      本事象に鑑み，仮設変圧器を含む電気品を屋外に設置または移動する際

は，設置環境に留意するよう全協力会社に周知するとともに，当社所員に

おいても日々の巡視，工事監理等での注意すべき着目点として周知し注意

喚起を行う。特に発電所で実施している発電所管理職層による現場ウォー

クダウンでは，設置環境の確認を視点として追加し強化していく。 

 

 （２）「２－２その他の調査（小動物が侵入した原因調査）」を踏まえ，以下のとお

り対策を行う。 

小動物侵入防止対策は他社事例を踏まえ，貫通部の処理等対策を講じてき

たが，今回小動物の侵入を確認しており，第１次総点検においても，一部養

生の不備等を確認した。そのため，機器の移動に伴う貫通部シール部の状況

確認方法等，より具体的な方法について，関連する規程に追記するととも

に，今回の事例のみでなく，関連する他社事例も含め定期的に振り返りを行

う。 
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４．環境への影響 

   本事象に伴う人身災害の発生ならびに周辺環境への影響は無く，モニタリング

ポストの指示値にも変動は無かった。 

［添付資料－１２］ 

 

５．添付資料 

（１）東海発電所・東海第二発電所配置図，輸送本部平面図 

（２）事象の経緯 

（３）輸送本部 単線結線図 

（４）当該変圧器の仕様 

（５）当該変圧器の現場状況 

（６）公設消防署での調査状況 

（７）輸送本部脇変圧器火災要因分析図 

（８）各ＮＦＢの点検結果 

（９）輸送本部脇変圧器火災発生メカニズム 

（１０）小動物の侵入について 

（１１）類似変圧器の総点検における改善箇所 

（１２）周辺環境状況図 

以 上 
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添付資料－１ 

（１／２） 

東海発電所・東海第二発電所構内配置図 
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東海第二発電所 東海発電所

事象発生箇所 輸送本部

（屋外 非管理区域） 

当該変圧器 

輸送本部 
輸送本部
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添付資料－１ 

（２／２） 

輸送本部 平面図 

 
 
 
 
 

平成１２年３月建築

事象発生箇所 輸送本部

（屋外 非管理区域） 
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建物高さ６．８２ｍ

計測器室 

倉庫

12



添付資料－２ 

事象の経緯 

 

日  時 事  象 

2022 年 9月 13 日

7 時 48 分頃

輸送本部付近で朝礼前に清掃活動を行っていた協力会社社員

3 名が輸送本部脇変圧器から炎（変圧器上部 2 箇所から，高さ約

20cm～25cm）が発生していることを確認 

7 時 50 分
協力会社社員が当社監視所へ連絡 

自衛消防隊出動準備開始 

7 時 52 分頃 協力会社社員が消火器による消火活動を行い炎を消し止めた 

7 時 53 分

（覚知時間）
当社監視所から公設消防へ出動要請 

8 時 03 分 東海村へ状況連絡 

8 時 04 分 茨城県へ状況連絡 

8 時 06 分
公設消防が発電所に到着 

（消防車 2 台，レスキュー車 1 台（サイレン・赤色灯有り）） 

8 時 10 分 公設消防は「本事象は火災である」と判断 

8 時 13 分
公設消防が発電所に到着 

（指揮車 1 台（サイレン・赤色灯有り）） 

8 時 13 分 公設消防による「鎮圧」を確認 

8 時 49 分 当該変圧器上流側電源「切」を実施 

9 時 12 分 公設消防による「鎮火」を確認 
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添付資料－３ 

 

14



添付資料－４ 

 

当該変圧器の仕様 

 

 

1 次側タップ 切替窓

2 次側タップ 切替窓

１次側パネル

１次側パネル

仕様 

容量 10kVA 3 相 210/200-105V 

製造年 2017 年製 

２次側パネル

2 次側パネル 

炎を確認した箇所

炎を確認した箇所
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添付資料－５ 

当該変圧器の現場状況 

 
  
  

拡大 

分解 

１次側タップ切替窓内部 ２次側タップ切替窓内部

１次側パネル内部

１次側 
２次側

切替窓内部に焼損跡等の異

常は認められなかったが
小動物の死骸を発見 

切替窓内部が焼損していた 

パネル上部が溶解し煤けた状態

ＮＦＢは「入」状態であった 

２次側パネル内部 

１次側パネル １次側タップ切替窓

輸送本部 

焼損跡等の異常は認められ 

なかった 

ＮＦＢは「入」状態であった
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添付資料－６ 

２０２２年９月１５日実施 

 

健全な変圧器 当該変圧器 

約 60cm

約 30cm

健全な変圧器 当該変圧器 

公設消防署での調査状況
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 輸
送

本
部

脇
変

圧
器

火
災

　
要

因
分

析
図

評
価

添
付

資
料

放
火

当
該

変
圧

器
が

放
火

さ
れ

た
場

合
，

火
災

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

こ
の

た
め

，
当

該
変

圧
器

の
構

造
を

確
認

し
た

結
果

，
不

燃
性

の
フ

レ
ー

ム
で

覆
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

さ
ら

に
油

検
出

器
に

よ
る

調
査

を
し

た
結

果
，

油
分

（
灯

油
や

ガ
ソ

リ
ン

等
）
が

振
り

か
け

ら
れ

た
痕

跡
は

な
い

こ
と

か
ら

放
火

が
要

因
と

な
る

可
能

性
は

な
い

。
×

異
物

混
入

小
動

物
侵

入
小

動
物

の
侵

入
に

よ
り

導
電

部
等

が
短

絡
し

Ｎ
Ｆ

Ｂ
が

動
作

し
な

か
っ

た
場

合
，

火
災

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

２
次

側
タ

ッ
プ

切
替

窓
内

部
に

小
動

物
の

死
骸

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

も
の

の
焼

損
等

の
異

常
が

無
か

っ
た

こ
と

，
焼

損
が

認
め

ら
れ

た
１

次
側

タ
ッ

プ
切

替
窓

内
部

に
は

小
動

物
が

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

，
さ

ら
に

２
次

側
の

電
気

回
路

を
点

検
し

た
結

果
，

巻
線

抵
抗

値
は

健
全

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

小
動

物
の

侵
入

が
要

因
と

な
る

可
能

性
は

な
い

。
×

別
紙

－
２

別
紙

－
４

外
的

要
因

雨
水

の
浸

入

雨
水

浸
入

に
よ

り
絶

縁
性

能
の

低
下

等
が

原
因

で
火

災
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

９
月

１
５

日
の

消
防

署
に

お
け

る
分

解
調

査
時

に
お

い
て

，
変

圧
器

フ
レ

ー
ム

内
部

を
点

検
し

た
結

果
，

雨
水

に
よ

る
も

の
と

の
特

定
は

で
き

な
か

っ
た

も
の

の
水

分
の

痕
跡

を
確

認
し

た
。

ま
た

，
９

月
１

９
日

の
一

時
的

な
降

雨
時

に
当

該
変

圧
器

の
設

置
箇

所
を

観
察

し
た

と
こ

ろ
，

輸
送

本
部

外
壁

，
Ｆ

Ｅ
Ｐ

管
の

台
座

と
な

る
枕

木
お

よ
び

土
留

め
板

に
よ

り
枡

状
に

な
り

，
変

圧
器

廻
り

に
雨

水
が

溜
ま

る
こ

と
を

確
認

（
９

月
１

９
日

の
降

雨
時

で
深

さ
約

４
ｃ
ｍ

）
し

た
。

当
該

変
圧

器
は

屋
外

防
滴

仕
様

（
ＩＰ

３
４

相
当

）
で

あ
る

た
め

降
雨

に
よ

る
上

部
か

ら
の

多
量

の
雨

水
浸

入
は

考
え

難
い

も
の

の
，

上
記

の
こ

と
か

ら
雨

水
に

よ
る

想
定

以
上

の
溜

ま
り

水
が

当
該

変
圧

器
底

部
よ

り
浸

入
し

た
可

能
性

が
高

く
，

こ
れ

が
要

因
と

な
り

火
災

に
至

っ
た

可
能

性
が

あ
る

。

〇

経
年

劣
化

長
期

使
用

に
よ

り
当

該
変

圧
器

が
経

年
劣

化
す

る
と

絶
縁

性
能

の
低

下
等

が
原

因
で

使
用

時
に

異
常

を
き

た
し

火
災

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

こ
の

た
め

，
当

該
変

圧
器

の
耐

用
年

数
等

を
調

査
し

た
結

果
，

メ
ー

カ
の

耐
用

年
数

２
０

年
に

対
し

て
２

０
１

７
年

５
月

製
造

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

経
年

劣
化

が
要

因
と

な
る

可
能

性
は

な
い

。
×

別
紙

－
３

製
造

不
良

製
造

不
良

（
初

期
不

良
）
が

あ
る

場
合

，
使

用
時

に
異

常
を

き
た

し
火

災
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

こ
れ

ま
で

の
使

用
履

歴
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
，

製
造

時
の

試
験

結
果

に
問

題
の

無
い

こ
と

，
ま

た
，

当
該

変
圧

器
は

リ
ー

ス
品

で
あ

り
，

２
０

１
７

年
５

月
製

造
で

他
事

業
所

に
お

い
て

２
０

１
７

年
１

１
月

か
ら

２
０

１
９

年
８

月
ま

で
の

期
間

に
お

い
て

計
８

箇
所

，
約

１
０

か
月

使
用

実
績

が
あ

る
こ

と
，

お
よ

び
輸

送
本

部
脇

に
２

０
１

９
年

９
月

に
設

置
さ

れ
約

３
年

間
使

用
実

績
が

あ
る

中
で

，
こ

れ
ま

で
異

常
は

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

，
製

造
不

良
が

要
因

と
な

る
可

能
性

は
な

い
。

×

事
象

要
因

１
要

因
２

調
査

内
容

・
結

果

別
紙

－
１

輸
送

本
部

脇
変

圧
器

火
災

変
圧

器
本

体
の

物
的

要
因

端
子

の
ゆ

る
み

端
子

の
ゆ

る
み

が
あ

る
場

合
，

端
子

部
が

発
熱

し
火

災
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

変
圧

器
１

次
側

，
２

次
側

パ
ネ

ル
内

，
２

次
側

タ
ッ

プ
切

替
窓

内
の

各
端

子
部

お
よ

び
１

次
側

タ
ッ

プ
切

替
窓

内
で

焼
損

の
無

か
っ

た
端

子
部

２
箇

所
に

つ
い

て
締

付
状

態
を

点
検

し
，

ゆ
る

み
が

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
こ

と
か

ら
，

こ
れ

ら
の

部
位

が
要

因
と

な
る

可
能

性
は

な
い

。
た

だ
し

，
１

次
側

タ
ッ

プ
切

替
窓

内
の

焼
損

し
て

い
た

端
子

部
の

締
付

状
態

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
要

因
と

な
る

可
能

性
を

完
全

に
は

否
定

で
き

な
い

。

△

別
紙

－
１

０

別
紙

－
１

１

別
紙

－
６

過
電

圧
当

該
変

圧
器

１
次

側
の

入
力

電
圧

が
定

格
入

力
電

圧
よ

り
過

剰
に

高
か

っ
た

場
合

，
火

災
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

９
月

１
４

日
１

次
側

入
力

の
電

圧
を

確
認

し
た

結
果

，
入

力
電

圧
は

基
準

値
内

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
火

災
が

発
生

し
た

９
月

１
３

日
時

点
に

お
い

て
も

中
央

制
御

室
内

の
監

視
に

よ
り

発
電

所
内

で
の

異
常

な
電

圧
変

動
は

確
認

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

過
電

圧
が

要
因

と
な

る
可

能
性

は
な

い
。

×

別
紙

－
８

別
紙

－
７

打
撃

等
に

よ
る

損
傷

外
部

か
ら

の
打

撃
等

に
よ

り
当

該
変

圧
器

が
損

傷
し

た
場

合
，

火
災

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

こ
の

た
め

，
変

圧
器

フ
レ

ー
ム

の
外

観
点

検
を

実
施

し
た

結
果

，
外

部
か

ら
の

衝
撃

に
よ

る
損

傷
等

は
無

く
要

因
と

な
る

可
能

性
は

な
い

。
×

塩
分

の
付

着

海
風

等
に

よ
る

大
量

の
塩

分
の

付
着

に
よ

り
絶

縁
性

能
の

低
下

等
が

原
因

で
火

災
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
分

解
調

査
の

結
果

，
目

視
で

確
認

可
能

な
塩

分
の

付
着

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
も

の
の

屋
外

で
使

用
し

て
お

り
，

あ
る

程
度

の
塩

分
の

付
着

が
あ

っ
た

も
の

と
推

定
す

る
。

当
該

変
圧

器
は

屋
外

使
用

を
前

提
と

し
て

お
り

，
変

圧
器

内
部

に
塩

分
が

付
着

し
て

い
た

と
し

て
も

塩
分

の
付

着
単

独
の

要
因

で
火

災
に

至
る

可
能

性
は

低
い

も
の

と
考

え
る

が
完

全
に

否
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

△

異
物

の
混

入
に

よ
り

導
電

部
等

が
短

絡
し

Ｎ
Ｆ

Ｂ
が

動
作

し
な

か
っ

た
場

合
，

火
災

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

分
解

点
検

の
結

果
，

変
圧

器
内

部
に

２
次

側
タ

ッ
プ

切
替

窓
内

部
で

確
認

さ
れ

た
小

動
物

の
死

骸
以

外
の

異
物

は
無

か
っ

た
こ

と
か

ら
異

物
の

混
入

が
要

因
と

な
る

可
能

性
は

な
い

。
×

別
紙

－
９

別
紙

－
４

別
紙

－
５

塵
埃

の
堆

積

塵
埃

の
堆

積
に

よ
り

絶
縁

性
能

の
低

下
等

が
原

因
で

火
災

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

当
該

変
圧

器
は

焼
損

お
よ

び
消

火
器

粉
末

の
付

着
に

よ
り

塵
埃

の
堆

積
状

況
確

認
が

困
難

な
た

め
，

分
解

調
査

時
の

比
較

対
象

と
し

て
用

意
し

た
２

０
２

０
年

５
月

製
造

の
同

型
品

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

，
当

該
変

圧
器

の
焼

損
し

た
１

次
側

タ
ッ

プ
切

替
窓

と
同

位
置

に
お

い
て

塵
埃

の
付

着
が

確
認

さ
れ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

当
該

変
圧

器
に

お
い

て
も

塵
埃

の
付

着
が

あ
っ

た
も

の
と

推
定

す
る

。
当

該
変

圧
器

は
屋

外
使

用
を

前
提

と
し

て
お

り
，

塵
埃

の
付

着
単

独
の

要
因

で
火

災
に

至
る

可
能

性
は

低
い

と
考

え
る

が
完

全
に

否
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

△

結
露

の
発

生
結

露
の

発
生

に
よ

り
絶

縁
性

能
の

低
下

等
が

原
因

で
火

災
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。
こ

の
た

め
，

９
月

１
５

日
の

消
防

署
に

お
け

る
分

解
調

査
時

に
お

い
て

，
変

圧
器

フ
レ

ー
ム

内
部

を
確

認
し

た
結

果
，

結
露

に
よ

る
も

の
と

の
特

定
は

で
き

な
か

っ
た

も
の

の
水

分
の

痕
跡

を
確

認
し

た
。

当
該

変
圧

器
は

屋
外

使
用

を
前

提
と

し
て

お
り

，
変

圧
器

内
部

で
結

露
が

発
生

し
た

と
し

て
も

火
災

に
至

る
可

能
性

は
低

い
と

考
え

る
が

完
全

に
否

定
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
△

添付資料－７
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変圧器接続端子点検結果 
 

 

目   的 

 

変圧器の各端子の状態確認を行い，端子のゆるみによる発熱がなかった

ことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

分解に合わせて各端子部について接続状況を確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 端子のゆるみ確認結果 

 ①１次側タップ切替窓 各端子  ：良（ゆるみ無し）※ 

 ②２次側タップ切替窓 各端子  ：良（ゆるみ無し） 

 ③１次側パネル内各端子     ：良（ゆるみ無し） 

 ④２次側パネル内各端子     ：良（ゆるみ無し） 
  ※：１次側タップ切替窓内については焼損していなかった２端子のみ実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

備 考 
 １次側タップ切換窓内の焼損していた端子部の締め付け状態は確認できな

かったことから，要因となる可能性を完全には否定できない。 

 

 別紙－１ 

 

１次側タップ切替窓 ２次側タップ切替窓 

１次側パネル内 ２次側パネル内 
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変圧器製造不良確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器の製造時試験成績表の確認，およびその後の使用履歴の確認を行

い，製造不良起因での焼損では無いことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

製造時の試験成績表，および現在までの使用履歴を確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

製造時における変圧器試験成績表にて，問題無く試験に合格している

 ことを確認した。 

また，現在の場所にて 2019 年 9月から 2022 年 9 月までの約 3年間使

用し，異常無く使用できていること，および製造後2017年 11月から2019

年 8 月までの期間において，他事業所にて約 10 か月間異常無く使用でき

た実績があることを確認した。  

 

別紙：変圧器試験成績表，他事業所使用履歴 

 

備 考 － 

 

 
別紙－２（１／３） 
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別紙－２（２／３）
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他事業所使用履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙－２（３／３）
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変圧器経年劣化確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器の製造年月日等の確認を行い，経年劣化起因での焼損では無いこ

とを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

長期使用により当該変圧器が経年劣化していると絶縁性能の低下等が原因

で使用時に異常をきたし火災に至る可能性があることから製造年月日を記

録等で確認し，メーカが設定する耐用年数との比較を行う。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

2017 年 5月製造時の出荷前試験成績表を確認した結果，約 5 年である

ことを確認した。また，メーカ確認の結果，耐用年数は 20年であり，耐

用年数を超えて使用していないことを確認した。 

 

備 考 － 

 

 別紙－３ 
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変圧器内部水分発生痕跡状況確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器内部への水分発生痕跡を確認し，水分が変圧器巻線他の電気回路

に影響を及ぼしていないことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日，２０２２年９月１９日 

 

確 認 内 容 

 

①変圧器を分解し，変圧器内部への水分発生痕跡を確認する。 

②変圧器の製品仕様を確認し，変圧器の使用環境に問題がなかったことを

確認する。 

③変圧器の設置箇所周囲の状況を確認し，雨水が浸入する環境となってい

ないことを確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

①変圧器内部の水分発生痕跡確認結果 

   変圧器の巻線を引き抜き，フレーム内部を確認した結果，フレームの

内側に雨水や結露によるものとの特定はできなかったものの，水分の痕

跡を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②変圧器の製品仕様確認結果 

  当該変圧器は「屋外防滴仕様」であり，また，ＩＰ規格において 

 「ＩＰ３４※」相当の性能であることから，屋外降雨環境での使用に   

ついて問題が無いことを確認した。 
※:人体・固形物体に対する保護として「工具の先端からの保護」，水の浸入に対する保護として  

「いかなる方向からの水の飛沫によっても有害な影響を受けない」構造。 

  

 ③変圧器の設置環境確認結果 

変圧器設置箇所の周囲状況を確認したところ，当該変圧器設置時と比較

し，設置位置および周囲の状況が変更されていることを確認した。また，

変更された結果，変圧器周囲が輸送本部外壁，枕木，仮設詰所基礎土留め

板にて囲われた枡状となっており，降雨時に雨水が滞留し易い状況となっ

ていた。そのため，事象発生後（9/19）の一時的な降雨時に変圧器設置箇

所を確認したところ，変圧器設置箇所に深さ約 4㎝の溜まり水が確認され

た。事象が発生した 9/13 も含め，大雨時の都度，枕木高さと同等の高さ（最

高 9 ㎝）まで水が溜まったと想定され，変圧器の開口部高さが約 7cm であ

ることから，変圧器底部より雨水が浸入した可能性が高いことを確認した。

備 考 － 

 別紙－４（１／４） 

水分の垂れ跡（縦のスジ）
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変圧器製品仕様 

 

別紙－４（２／４） 
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変圧器設置箇所周囲状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙－４（３／４） 

9/19 の溜まり水状況 

（深さ約 4cm の溜まり水が発生） 

基礎土留め板
枕木

変圧器設置位置 

輸送本部外壁 
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雨水の溜まり水と変圧器の高さの関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙－４（４／４） 

1 次側 タップ 
（ベーク板焼損部）

2 次側タップ（ベーク板） 
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変圧器塵埃堆積状況確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器内部の塵埃の堆積状況を確認し，電気回路に影響を与えていない

ことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

比較対象として用意された２０２０年５月に製造の同型品の変圧器につい

て，塵埃堆積状況を確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

 同型の変圧器の塵埃堆積状況確認結果 

  ２年程度使用された同型の変圧器について，１次側タップ切換部の塵埃

堆積状況を確認した結果，塵埃の付着が確認された。 

  

備 考 

 当該変圧器においてもある程度の塵埃の付着があったものと推定される。

屋外使用を前提としており，塵埃の堆積単独の要因で火災に至る可能性は低

いと考えるが完全に否定することはできない。 

 

 別紙－５ 
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変圧器入力電圧測定結果 
 

 

目   的 

 

変圧器 1 次側入力電圧の測定を行い，変圧器１次側に過剰な電圧が印加

されていないことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１４日  

 

確 認 内 容 

 

電源元である INTAKE POWER PNL 内 MCCB-15 を投入し，輸送本部分電盤にて

電圧を測定する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

変圧器 1次側入力電圧測定結果 

対象 電圧値 判定基準 結果 備考 

黒-赤 208.6V 198V～242V 良  

赤-白 208.6V 198V～242V 良  

白-黒 209.1V 198V～242V 良  

 使用測定器：デジタルマルチメータ 

（型式：DT4255 校正有効期限：2022 年 9月 30 日） 

  

 

  

 

 

 

備 考 － 

 

 別紙－６ 
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変圧器塩分付着状況確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器内の塩分付着状況を確認し，電気回路へ影響を与えていないこと

を確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

変圧器を分解し，塩分の付着状況を確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 変圧器内部の塩分付着状況確認結果 

  変圧器を分解して焼損部近傍の状況確認をした結果，目視で確認可能な

塩分の付着は確認されなかった。 

備 考 

屋外で使用しており，ある程度の塩分の付着があったものと推定される。

当該変圧器は，屋外使用を前提としており，塩分の付着単独の要因で火災

に至る可能性は低いものと考えるが完全に否定することはできない。 

 

 別紙－７ 
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異物混入状況確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器内部の異物混入状況を確認し，異物が電気回路に影響を与えてい

ないことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

変圧器各部を分解し，異物の混入状況を確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 変圧器内部への異物混入状況確認結果 

変圧器を分解して確認した結果，変圧器内部に異物は確認されなかった。

 

備 考 － 

 

 別紙－８ 

 

焼損した１次側 

タップ切換窓内

部品のみ 
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小動物侵入状況確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器内部への小動物侵入状況を確認し，小動物が電気回路に影響を与

えていないことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

変圧器各部を分解し，小動物の侵入状況を確認する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

変圧器内部への小動物侵入状況確認結果 

  変圧器を分解して確認した結果，焼損箇所とは異なる２次側タップ切換

窓内に小動物の死骸があることを確認※した。 

  小動物の侵入を確認したことから，変圧器２次側の点検を実施し，以下

の状況を確認した。 

・２次側タップ部は焼損等の異常がないこと。 

・２次側の変圧器巻線は健全な変圧器（同型品）と同等の巻線抵抗値で

あり異常がないこと。 
※：９月１３日の当該事象発生時に小動物の死骸があることを確認しているが，詳細に

確認したものである。 

  別紙：変圧器２次側点検状況 

 

備 考 － 

 

 別紙－９（１／２） 
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変圧器２次側点検状況 

２次側タップ切換窓内部（コイル引抜き後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         焼損等の異常なし 

 

 

変圧器２次側巻線抵抗測定結果 

対象 
当該変圧器 

抵抗値 

同型品 

抵抗値 
結果 備考 

赤-白 0.07Ω 0.07Ω 良  

黒-白 0.07Ω 0.07Ω 良  

 使用測定器：デジタルマルチメーター  

（型式：TY720 校正有効期限：2023 年 4 月 8日） 

 

別紙－９（２／２） 
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変圧器油分痕跡確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器の油分（灯油やガソリン等）痕跡を確認し，放火の可能性がない

ことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

油検出器により，油分（灯油やガソリン等）が振りかけられた痕跡を確認

する。 

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

油分痕跡確認結果 

１次側タップ切換窓の内部および外部について，油検出器により確認し

た結果，いずれにおいても油分（灯油やガソリン等）の痕跡は確認されな

かった。 

備 考 － 

 

 別紙－１０ 

変色無し 

変色無し 

検知管が変色しておらず，低濃度の油分（灯

油やガソリン等）も検出されなかった 
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変圧器フレーム損傷状況確認結果 
 

 

目   的 

 

変圧器フレームの物理的損傷の有無を確認し，外部損傷が火災の要因で

はないことを確認する。 

 

点 検 日 

 

２０２２年９月１５日  

 

確 認 内 容 

 

変圧器フレーム外部の損傷の有無を確認する。  

 

 

確 認 結 果 

 

 

 

 変圧器フレームの損傷状況確認結果 

  変圧器フレームに，損傷，変形等の異常はなかった。また，同型品との

比較においても外観上の異常は無かった。 

 

 

 

備 考 － 

 

 別紙－１１

健全な変圧器 当該変圧器
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添付資料－８（１／２） 

各ＮＦＢの点検結果 

 

目   的 

 

当該変圧器へ電源を供給するＮＦＢ，および当該変圧器１次側，２次側

のＮＦＢは「入」の状態であったことから，これらのＮＦＢについて健

全性を確認する 

 

点 検 日 

 

２０２２年１０月１４日  

 

確 認 内 容 

 

３台のＮＦＢについて，試験装置を用いた動作特性試験により健全性確認

を行う。 

（試験項目） 

・動作試験（定格電流の 200%電流） 

・不動作試験（定格電流の 100%電流） 

 

 

確 認 結 果 

 

 

  

ＮＦＢ動作特性試験結果 

 

  ①当該変圧器へ電源を供給するＮＦＢ（トリップ設定値：100A） 

試験項目 動作時間 判定基準 結果 備考

200％電流動作試験 158 秒 360 秒以内 良  

100％電流不動作試験 不動作 動作しないこと 良  

 

②当該変圧器１次側ＮＦＢ（トリップ設定値：60A） 

試験項目 動作時間 判定基準 結果 備考

200％電流動作試験 175 秒 360 秒以内 良  

100％電流不動作試験 不動作 動作しないこと 良  

 

③当該変圧器２次側ＮＦＢ（トリップ設定値：50A） 

試験項目 動作時間 判定基準 結果 備考

200％電流動作試験 216 秒 240 秒以内 良  

100％電流不動作試験 不動作 動作しないこと 良  

使用測定器：電流計（クランプリーカー） 

（型式：MCL-401H 校正有効期限：2023 年 3 月 31 日） 

：デジタルマルチ標準校正装置（サイクルカウンタ） 

      （型式：DMC-8K 校正有効期限：2025 年 1 月 31 日） 

備 考 － 
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添付資料－８（２／２） 

 

ＮＦＢの試験状況 

 

 

 

 

 

点検対象のＮＦＢ 

点検対象のＮＦＢ 

試験装置 
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⑤
雨

水
が

は
け

た
後

も
塩

分
や

塵
埃

を

含
ん

だ
雨

水
が

変
圧
器

内
に

残
っ

た

⑦
水

分
が

蒸
発

し
た

後
は

塩
分
を

含
ん
だ

塵
埃

が
変

圧
器

内
部

に
堆
積
し

た

⑧
2年

以
上

雨
天

時
に

繰
り
返

さ
れ

た

⑨
一

次
側

タ
ッ

プ
の

絶
縁

物
（

ベ
ー
ク
板

）
の

上
に

塵
埃

が
堆
積

し
，

塩
分

が
付
着
し

た
⑩

タ
ッ

プ
間

に
は
常

時
20

0V
が

加
わ

っ
て

お
り

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ
現

象
※

2 が
発

生
し

て
ベ

ー
ク

板
が

徐
々

に
過
熱

・
炭

化
し
た

⑪
当

日
未

明
の

雨
で

変
圧

器
内

の
湿
気
が

高
く

な
っ

た
こ
と

で
絶

縁
抵

抗
が
著
し

く

低
下
し

て
ベ

ー
ク
板

が
発

火
し

た

※
2：

絶
縁

物
の

表
面

に
導
電

路
が

形
成
さ

れ
る

現
象

で
，
絶
縁

物
の
表

面
に

塵
埃

や
塩
分
等

が
付

着
す
る

こ
と

に
よ
っ

て
発

生
す

る
。

雨
天

等
で

湿
気

が
高

い
と
堆

積
し

た
塵
埃

，
付
着

し
た
塩

分
の

吸
湿

も
多
く
な

る
た

め
，
絶

縁
抵

抗
が
著

し
く

低
下

し
，

そ
の

ま
ま
使

用
し

続
け

る
と
絶
縁

部
が
破

壊
す

る
こ

と
が
あ
る

。

発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
は
①

電
極
（

タ
ッ

プ
）

間
に
塵
埃

が
堆

積
，
②

堆
積

し
た

塵
埃
が
水

分
を
吸

収
，

③
タ

ッ
プ
間
に

微
少

電
流
が

流
れ

始
め
る

，
④

発
熱

し
て

塵
埃

表
面
が

部
分

的
に

乾
燥
，

⑤
局

部
的

に
放

電
が
発

生
し
放

電
点

が
炭

化
す
る
。

こ
の

過
程
が

繰
り

返
さ

れ
，
炭
化

が
進
行

す
る

と
，

炭
化
導
電

路
（

ト
ラ
ッ

ク
）

が
形
成

さ
れ

，
発

熱
・

発
火

に
至
る

。

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

現
象
は

微
小
電

流
に

よ
っ

て
発
生
す

る
た

め
上
流

の
ブ

レ
ー

カ
ー
（

N
FB

ト
リ

ッ
プ

値
60

Aや
10

0A
）

は
動

作
し

な
い

。

⑫
こ

の
場

所
が

最
も

焼
損

が
著
し

い

た
め

発
火

元
と

み
ら
れ

る

巻
線

鉄
心

1次
リ

ー
ド

口

1次
側

タ
ッ

プ
（

ベ
ー

ク
板
）

健
全
品

の
ベ

ー
ク
板

タ
ッ
プ
切

替
窓

の
蓋
に

気
密

性
は

な
い
た

め

放
熱
用
の

隙
間

か
ら
水

分
が

排
出

さ
れ
た

と
み

ら
れ

る

⑥
変

圧
器

が
発

す
る

熱
（

78
℃

※
1 ＋

外
気
温

）

に
よ

り
水

分
が
蒸

発
し

た

※
1：

変
圧

器
メ
ー

カ
設

計
値

放
熱

用

の
隙

間
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小
動
物
の
侵
入
に
つ
い
て

巻
線

鉄
心

リ
ー
ド
線

2次
リ

ー
ド
口

（
2箇

所
)

2 次
側

タ
ッ
プ
（
ベ
ー
ク
板
）

1次
リ

ー
ド
口

（
1箇

所
）

2次
リ

ー
ド
口

（
2箇

所
)

２
次
側
タ
ッ
プ
切
替
窓
内
部

添付資料ー１０
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添付資料ー１１

②変圧器下部のメッシュ部（3mm程度）からツタ状の雑草が侵入していることを確認。
　除草を実施するとともに，防草シートによる対策を別途実施。

①ケーブル引き込み口の開口部養生（小動物侵入対策）に不備を確認。
　開口部について，閉止テープおよびシール材による閉止を実施。

類似変圧器の総点検における改善箇所

閉止テープおよびシール材による閉止
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添付資料－１２ 

（１／２） 
周
辺
環
境
状
況
図
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東
海
第
二
発
電
所
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
ト
レ
ン
ド

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
（

低
レ

ン
ジ

）
 

-
［

１
分

値
パ

ト
ロ

ー
ル

］
 

添付資料－１２ 

（２／２） 
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